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内容

必須の課題

必須の課題の実施場所

今後の取組
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抽出された必須の課題のうち、「実際の地質環境における人
工バリアの適用性確認」については、人工バリアやその周辺の地
質環境に関する基盤的な計測・評価技術の確立を目指して、平
成26年度に開始した深度350m調査坑道における人工バリア
性能確認試験、オーバーパック腐食試験及び物質移行試験を着
実に進める。

深度500mレベルでの研究内容については、深度350mでの
調査研究の成果や地層処分に関する国の方針などを踏まえて
検討する。また、研究終了までの工程やその後の埋め戻しにつ
いては、第3期中期計画期間中（平成27年度～平成31年度
末）に決定することとする。
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今後の取組



参考資料
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必須の課題の設定の考え方
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今後の課題の網羅的抽出と必要性の確認
取りまとめによる課題の抽出
我が国特有の地質環境
諸外国の動向

外部ニーズとの整合性の確認
 我が国のエネルギー基本政策
 NUMOにより提示されている課題との整合性



取りまとめによる課題の抽出（１）

課題

地質・
地質構造

・坑道掘削に伴う損傷領域内での割れ目の変化を把握する手法の整備。
・坑道閉鎖（埋め戻し）後の割れ目の閉塞・充填に関わる知見の蓄積。

地下水流動

・再冠水試験や坑道埋め戻し試験によって，湧水量の空間的不均質性が埋戻し材に及ぼす
影響について，調査技術やモデル化・解析技術の適応性の確認。

・観測機器の耐久性向上や，遠隔モニタリング技術の開発，ガス対策を含む観測機器の維
持管理方法の構築や，関連するノウハウの蓄積や，品質管理の考え方の構築。

・坑道閉鎖（埋め戻し）後の地質環境特性の回復，定常化過程に関わる知見の蓄積。

地下水の
地球化学

・坑道閉鎖（埋め戻し）後の地質環境特性の回復，定常化過程に関わる知見の蓄積。
・適切な部分閉鎖（埋め戻し）方法について，研究所閉鎖時の施工方法とモニタリングにより
実証。
－建設・操業時に浸透した浅層地下水を，坑道閉鎖時に元来の地下水に置換・回復す

るための手順。
ー浅層地下水が残留した場合の中長期的な地球化学特性の解析技術。
ー坑道・グラウト周辺のpH分布，酸化還元状態の長期変化。

岩盤力学
・EDZの連成挙動の理解（再冠水時のEDZの岩盤挙動の理解）。
・熱応力負荷等による破壊現象のモデル化，計測事例の提示。
・坑道閉鎖（埋め戻し）時のEDZの挙動の把握，推定方法の高度化。

物質移動
・URLを用いた原位置物質移動試験とその結果の解析評価の実施
・地下施設近傍領域の物質移動に寄与する構造や物質移動特性の三次元的な不均質性
分布及びその短期的変化を把握可能な調査評価技術の構築

工学技術

施工対策技術
・ポストグラウトを含むウォータータイトトンネル技術開発。
・人工材料の周辺岩盤，地下水への影響評価（プラグ・埋め戻し材)。
・坑道閉鎖技術開発。
・坑道維持管理技術の有効性の確認。
・地震時の施設安全性評価。

地層処分技
術（幌延）

・セメント材料の地質環境への影響評価モデル作成に資する原位置データの取得
・人工バリア及びシーリング性能に関わる長期評価手法の開発及び地上で性能が確認され
た施工技術の地下環境での実証

・地下環境における処分場概念オプションの成立性に関する基盤技術の実証 7

A2）地質環境の短期変動・回復挙動の理解

処分概念オプションの
実証

実際の地質環境にお
ける人工バリアの適用
性確認



取りまとめによる課題の抽出（２）

課題

地質・
地質構造

・地質環境の長期変動に関わる知見の蓄積によるモデル化精度の向上と，多分野を
含むモデル化・解析に関連する不確実性の評価手法の構築。

・断層などの天然現象の地質環境への影響範囲を把握する手法の提示。

地下水流動

・考慮すべき自然事象や，それらが影響を及ぼす地下水流動特性の抽出に関わる体
系的な調査・解析・評価技術を構築。

・地震に伴う地下水圧変化の発生メカニズムや，それが水理特性や地下水流動特性
に与える影響の把握。

地下水の
地球化学

・地震後の長期的な水圧変化に応じた水質変動幅の予測と検証。
・施設閉鎖時後の地球化学特性の変化幅の把握，地質学的長期変動幅との比較，安
全評価への反映の考え方を整理。

岩盤力学

・地震時のEDZの挙動の理解。
・施設閉鎖後の地質学的時間スケールにおける初期応力状態，EDZの長期変動幅の
推定。

・EDZのセルフシーリングのメカニズムの評価とモデル化。

物質移動

・地質構造発達・地質環境変動に伴う地下施設近傍・遠方領域の物質移動特性の長
期変動幅を推定可能な調査評価技術の構築

・地質学的時間スケールでの物質移動特性変動のモデル化技術の構築

工学技術 ー
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A3）地質環境の長期変動・回復挙動の理解

地殻変動に対する
堆積岩の緩衝能力
の検証




